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5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 資料配布

参考書

関連科目 パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクス，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学制御工学，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電気回路，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学半導体工学，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学応用数学

神戸市立工業高等専門学校 2019年度シラバスシラバス

応用パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクス (Advanced Power Electronics))

電気電子工学専攻・1年・前期・選択・2単位

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクスは，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学制御工学，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電力工学，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学デバイス工学の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．3領域の複合領域に位置する分野であり，すでに産業界での課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．複合領域の複合領域に位置する分野であり，すでに産業界でに位置する分野であり，すでに産業界で位置する分野であり，すでに産業界でする分野であり，すでに産業界でで評価する．あり，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学すで評価する．に位置する分野であり，すでに産業界で産業界でで評価する．
は重要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最で評価する．は，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電力変換装置する分野であり，すでに産業界でやメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．電力用デバイスの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．基礎について学習するとともに，近年，最に位置する分野であり，すでに産業界でついて学習するとともに，近年，最するとともに位置する分野であり，すでに産業界で，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学近年，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学最
も使用されているインバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけに位置する分野であり，すでに産業界で重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけを理解しているかを定期試験で評価する．置する分野であり，すでに産業界でき，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学レポートなどを理解しているかを定期試験で評価する．を理解しているかを定期試験で評価する．中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけとした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最を理解しているかを定期試験で評価する．行う．なお，本講義は担当教員の企業におけう．なお，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．企業に位置する分野であり，すでに産業界でおけ
るパワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクスシステムの開発経験を踏まえて教授します．の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．開発経験を理解しているかを定期試験で評価する．踏まえて教授します．まえて教授します．

【A4-AE5】 各種，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクス機器の動作や特徴を理解するとの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．動作や特徴を理解するとやメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特徴を理解するとを理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．すると
ともに位置する分野であり，すでに産業界で電力，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学実効値，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学平均電圧，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学周波数分布などの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．諸量を算出することがでを理解しているかを定期試験で評価する．算出することがですることがで評価する．
きる．

各種回路に位置する分野であり，すでに産業界でおける平均電圧やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．周波数分布等の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．算出することがでがで評価する．きるかを理解しているかを定期試験で評価する．定期試験に位置する分野であり，すでに産業界で
より評価する．する．

【A4-AE5】瞬時空間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換や制御の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特徴を理解するとを理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学三相二相変換やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．d-q
変換の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．計算がで評価する．きる．

瞬時空間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換や理論の理解度や三相二相変換，の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．度シラバスやメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．三相二相変換，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学d-q変換の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．算出することがでがで評価する．きるか
を理解しているかを定期試験で評価する．定期試験に位置する分野であり，すでに産業界でより評価する．する．

【A4-AE5】インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ回路に位置する分野であり，すでに産業界で対してシミュレーション解析ができ，その結果してシミュレーション解しているかを定期試験で評価する．析ができ，その結果がで評価する．き，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学その課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．結果
を理解しているかを定期試験で評価する．評価する．するとともに位置する分野であり，すでに産業界で考察しまとめることができる．しまとめることがで評価する．きる．

提出することがでした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけレポートなどを理解しているかを定期試験で評価する．及びそのプレゼンテーションにおいて（質疑応答を含む），制びその課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．プレゼンテーションに位置する分野であり，すでに産業界でおいて（質疑応答を含む），制質疑応答を含む），制を理解しているかを定期試験で評価する．含む），制む），制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学制
御の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特徴を理解するとやメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．出することがで力波形の解析が行われているかなどその理解度を評価する．の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．解しているかを定期試験で評価する．析ができ，その結果が行う．なお，本講義は担当教員の企業におけわれているかなどその課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．度シラバスを理解しているかを定期試験で評価する．評価する．する．
具体的にはインバータの様々な制御法に関する課題とする．に位置する分野であり，すでに産業界ではインバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．様々な制御法に関する課題とする．な制御法に関する課題とする．に位置する分野であり，すでに産業界で関する課題とする．する課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．とする．

【A4-AE5】パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクス分野であり，すでに産業界での課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．最新動向を知るとともに，その利を理解しているかを定期試験で評価する．知るとともに，その利るとともに位置する分野であり，すでに産業界で，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学その課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．利
点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけと問題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけに位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．することがで評価する．きる．

成績は，試験は，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学試験85%　レポートなどを理解しているかを定期試験で評価する．15%　として評価する．する．定期試験の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．85%（質疑応答を含む），制85点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ）とレポートなどを理解しているかを定期試験で評価する．15点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．合計100点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ満点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけで評価する．60点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ
以上を合格とする．また，プレゼンテーションの評価は，レポート点内に含むものとする．を理解しているかを定期試験で評価する．合格とする．また，プレゼンテーションの評価は，レポート点内に含むものとする．とする．また講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学プレゼンテーションの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．評価する．は，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学レポートなどを理解しているかを定期試験で評価する．点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ内に含むものとする．に位置する分野であり，すでに産業界で含む），制むもの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．とする．

「基礎について学習するとともに，近年，最パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクス」：河村篤男，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学松井景樹 他 コロナ社社
「パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクス回路」：電気学会半導体電力変換システムの開発経験を踏まえて教授します．調査専門委員の企業におけ会　オームの開発経験を踏まえて教授します．社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

関する課題とする．連科目としてこれまで評価する．に位置する分野であり，すでに産業界で，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクス，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電気回路（質疑応答を含む），制三相回路），制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電気機器の動作や特徴を理解すると，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学応用数学に位置する分野であり，すでに産業界で関する課題とする．する科目を理解しているかを定期試験で評価する．修得していしてい
ることが望ましいが，修得していなくても興味を持って取り組めば理解できるような授業計画にはしている．ましいが，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学修得していしていなくても興味を持って取り組めば理解できるような授業計画にはしている．を理解しているかを定期試験で評価する．持って取り組めば理解できるような授業計画にはしている．って取り組めば理解できるような授業計画にはしている．り組めば理解できるような授業計画にはしている．めば理解できるような授業計画にはしている．理解しているかを定期試験で評価する．で評価する．きるような授業計画にはしている．に位置する分野であり，すでに産業界ではしている．



授業の計画（応用パワーエレクトロニクス）パワーエレクトロニクス）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクスの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．概要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最 パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクスの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．概要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学現状の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．などを理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．する．

2 整流回路と制御技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最 全波整流，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学半波整流回路に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学平均出することがで力電圧などの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．諸量を算出することがでの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．算出することがでがで評価する．きる．

3 チョッパ回路と制御技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最

4 復習するとともに，近年，最，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学演習するとともに，近年，最 整流回路，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学チョッパに位置する分野であり，すでに産業界でついての課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．復習するとともに，近年，最，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学演習するとともに，近年，最を理解しているかを定期試験で評価する．行う．なお，本講義は担当教員の企業におけう．様々な制御法に関する課題とする．な問題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．に位置する分野であり，すでに産業界で対してシミュレーション解析ができ，その結果しても諸量を算出することがでが求められる．められる．

5 単相インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．基本動作や特徴を理解すると

6 単相インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．制御法に関する課題とする．

7 三相インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．基本動作や特徴を理解すると

8 三相インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特性評価する． 三相インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．制御法に関する課題とする．に位置する分野であり，すでに産業界でついて述べる．このとき，ベクトル制御の利点について理解する．べる．この課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．とき，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学ベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換や制御の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．利点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけに位置する分野であり，すでに産業界でついて理解しているかを定期試験で評価する．する．

9 スイッチング関数の定義と電圧空間ベクトルについて解説する．これらを理解し，三相二相変換による計算ができる．関する課題とする．数の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．定義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最と電圧空間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換やに位置する分野であり，すでに産業界でついて解しているかを定期試験で評価する．説する．これらを理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学三相二相変換に位置する分野であり，すでに産業界でよる計算がで評価する．きる．

10

11

12 応用例 インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．応用例に位置する分野であり，すでに産業界でついて理解しているかを定期試験で評価する．を理解しているかを定期試験で評価する．深める．また，シミュレーションの課題について説明する．める．また講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学シミュレーションの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．

13

14

15 総括 これまで評価する．の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．内に含むものとする．容について総括し，パワーエレクトロニクスに対する全体的な理解を深める．に位置する分野であり，すでに産業界でついて総括し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学パワーエレクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ロニクスに位置する分野であり，すでに産業界で対してシミュレーション解析ができ，その結果する全体的にはインバータの様々な制御法に関する課題とする．な理解しているかを定期試験で評価する．を理解しているかを定期試験で評価する．深める．また，シミュレーションの課題について説明する．める．
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昇圧チョッパ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学降圧チョッパ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学昇降圧チョッパの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．回路に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学入出することがで力電圧，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学電流の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．関する課題とする．係式や各部電圧などの導出ができる．やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．各部電圧などの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．導出することがでがで評価する．きる．

単相インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．基本動作や特徴を理解するとに位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．また講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学その課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．ときの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．高調波に位置する分野であり，すでに産業界でついて解しているかを定期試験で評価する．析ができ，その結果することがで評価する．きる．フーリエ級数の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．計算がで評価する．
きるように位置する分野であり，すでに産業界で予習するとともに，近年，最しておくこと．

主にに位置する分野であり，すでに産業界でPWM制御に位置する分野であり，すでに産業界でついて解しているかを定期試験で評価する．説する．三角波比較法に関する課題とする．，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学ヒステリシスコンパレータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ法に関する課題とする．などの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．原理を理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．する．

三相方形の解析が行われているかなどその理解度を評価する．波インバータに重点を置き，講義，レポートを中心とした講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．動作や特徴を理解すると原理と線間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換や電圧，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学相電圧に位置する分野であり，すでに産業界でついて解しているかを定期試験で評価する．説するとともに位置する分野であり，すでに産業界でその課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．高調波に位置する分野であり，すでに産業界でついて説明することができる．する．フーリエ解しているかを定期試験で評価する．析ができ，その結果か
らその課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特徴を理解するとが理解しているかを定期試験で評価する．で評価する．きる．

スイッチング関数の定義と電圧空間ベクトルについて解説する．これらを理解し，三相二相変換による計算ができる．関する課題とする．数と瞬時空間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換や制御1

スイッチング関数の定義と電圧空間ベクトルについて解説する．これらを理解し，三相二相変換による計算ができる．関する課題とする．数と瞬時空間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換や制御2 d-q変換に位置する分野であり，すでに産業界でついて解しているかを定期試験で評価する．説し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学得していられるd軸ベクトル，ベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換や，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学q軸ベクトル，ベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換やの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特徴を理解すると等に位置する分野であり，すでに産業界でついて解しているかを定期試験で評価する．説する．これらを理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．するとともに位置する分野であり，すでに産業界で，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学d-q変換の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．計
算がで評価する．きる．

スイッチング関数の定義と電圧空間ベクトルについて解説する．これらを理解し，三相二相変換による計算ができる．関する課題とする．数と瞬時空間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換や制御3 電圧電流方程式や各部電圧などの導出ができる．を理解しているかを定期試験で評価する．用いて，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学三相二相変換，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学d-q変換し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学得していられた講義を行う．なお，本講義は担当教員の企業におけ結果からベクトなどを理解しているかを定期試験で評価する．ル制御の特徴を理解し，三相二相変換や制御法に関する課題とする．の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特徴を理解するとを理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．する．

シミュレーション結果の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．評価する．1
課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．に位置する分野であり，すでに産業界で対してシミュレーション解析ができ，その結果するシミュレーション結果を理解しているかを定期試験で評価する．レポートなどを理解しているかを定期試験で評価する．としてまとめ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学プレゼンテーションを理解しているかを定期試験で評価する．行う．なお，本講義は担当教員の企業におけう．課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．内に含むものとする．容について総括し，パワーエレクトロニクスに対する全体的な理解を深める．を理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学その課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特徴を理解するとに位置する分野であり，すでに産業界でついて考
察しまとめることができる．することがで評価する．きる．

ミュレーション結果の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．評価する．2 課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．に位置する分野であり，すでに産業界で対してシミュレーション解析ができ，その結果するシミュレーション結果を理解しているかを定期試験で評価する．レポートなどを理解しているかを定期試験で評価する．としてまとめ，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学プレゼンテーションを理解しているかを定期試験で評価する．行う．なお，本講義は担当教員の企業におけう．課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．内に含むものとする．容について総括し，パワーエレクトロニクスに対する全体的な理解を深める．を理解しているかを定期試験で評価する．理解しているかを定期試験で評価する．し，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学その課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．特徴を理解するとに位置する分野であり，すでに産業界でついて考
察しまとめることができる．することがで評価する．きる．

備など）
考

本科目の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．修得していに位置する分野であり，すでに産業界では，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学30 時間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．授業の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．受講と 60 時間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．自己学習するとともに，近年，最が必要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最で評価する．ある．
前期定期試験を理解しているかを定期試験で評価する．実施する．本科目の修得には，する．本科目の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．修得していに位置する分野であり，すでに産業界では，制御工学，電気回路，半導体工学，応用数学30 時間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．授業の課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．受講と 60 時間ベクトル制御の特徴を理解し，三相二相変換やの課題やメリットなどを理解しているかを定期試験で評価する．自己学習するとともに，近年，最が必要な基盤技術となっている．本講義では，電力変換装置や電力用デバイスの基礎について学習するとともに，近年，最で評価する．ある． 前期定期試験を理解しているかを定期試験で評価する．実施する．本科目の修得には，する．
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